
善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

可
愛
い
背

　未
来
を
背
負
う

　ラ
ン
ド
セ
ル

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
い
い
で
す
ね
。《
か
わ
い
い
背
》
と
読
ま
せ
た
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
発
語
的
に
は
《
可
愛
い
背
に
》
と
助
詞
を
加
え
た
だ
け
で
、

読
み
易
い
、
聞
き
易
い
フ
レ
ー
ズ
に
な
り
ま
す
ね
。

○

善
は
行
く

　80
周
年

　あ
り
が
と
う

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
《
善
行
を
》
と
し
た
い
と
こ
ろ
を
《
善
は
行
く
》
に
し
ま
し
た
。

　さ
す
が
で
す
。
80
周
年
を
支
え
て
き
た
多
く
の
心
達
に
感
謝
で
す
ね
。

○

あ
り
が
と
う
と

　言
わ
れ
て
み
れ
ば

　あ
の
こ
と
か

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
他
人
か
ら
見
れ
ば
善
行
で
も
自
分
で
は
善
行
な
ど
と
は
思
っ
て

い
な
い
人
の
奥
床
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　作
者
の
も
う
一
つ
の
句
に
《
こ
れ
で
も
か
と

　諦
め
な
い
で

　よ

し
や
る
ぞ
》
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
青
少
年
向
け
の
佳
作
で

す
ね
。

■
訂
正
と
お
詫
び

六
月
号
四
面
の
新
会
員
名
簿
の
中
で
仙
台
支
部
に
鎌
田

稔
、
石
川
禎
子
が
記
載
さ
れ
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、    

宮
城
県
支
部
と
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び  

申
し
上
げ
ま
す
。

平成29年(2017年)7月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第697号（2）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）１部50円

正味財産増減計算書

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで　　　（単位 : 円）

勘　定　科　目 本年度決算額 前年度決算額 増　　減

Ⅰ .経常収益

      ①受取会費 17,551,000 18,599,500 △ 1,048,500

 　     普通会員会費収入 13,534,500 14,786,000 △ 1,251,500

         特別会員会費収入 3,773,000 3,603,000 170,000

         賛助会員会費収入 243,500 210,500 33,000

      ②寄付金品等収入　　 60,750,000 34,750,000 26,000,000

      ③雑　 収　 入　　 219,369 553,589 △ 334,220

      経常収益計　　 78,520,369 53,903,089 24,617,280

Ⅱ .経常費用

      ①事業費支出　 22,412,364 21,825,148 587,216

      ②管理費支出 7,395,786 6,574,813 820,973

      経常費用計 29,808,150 28,399,961 1,408,189

　当期経常増減額 48,712,219 25,503,128 23,209,091

　　一般正味財産期首残高 94,686,290 69,183,162 25,503,128

正味財産期末残高 143,398,509 94,686,290 48,712,219

　　福
井
県
支
部

創
立
10
周
年
記
念
式
典
と

　中
部
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

の
開
催

福
井
県
支
部
（
支
部
長
中

嶋
光
子
）
は
、
五
月
十
四
日

（
日
）、
あ
わ
ら
市
内
の
ホ
テ

ル
に
お
い
て
福
井
県
支
部
創

立
10
周
年
記
念
式
典
と
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
第
三
回
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

福
井
県
支
部
は
、
平
成

十
九
年
に
全
国
六
十
三
番
目

の
支
部
と
し
て
誕
生
し
、
今

年
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
設
立
当
時
は

十
八
名
で
あ
っ
た
会
員
も

四
十
五
名
と
な
り
、
年
間
恒

例
の
善
行
活
動
も
一
段
と
盛

況
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
善
行
会
本
部
か

ら
山
下
純
雲
子
常
務
理
事
の

ご
臨
席
を
、
中
部
各
支
部
か

ら
大
勢
の
会
員
方
の
参
加
を

い
た
だ
き
盛
大
な
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
で
は
、

各
支
部
の
活
動
状
況
の
発

表
、
支
部
が
抱
え
て
い
る
課

題
と
対
策
等
に
つ
い
て
熱
心

に
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
名
湯
「
芦

原
温
泉
」
に
浸
か
り
、
全
員

10
歳
は
若
返
っ
た
美
男
美
女

と
な
っ
て
、
ホ
テ
ル
の
浴
衣

に
着
替
え
て
懇
親
会
と
な
り
、

越
前
の
美
酒
も
手
伝
っ
て
か

善
行
活
動
の
苦
労
話
や
ホ
ン

ネ
の
話
し
も
出
て
有
意
義
な

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

後
半
は
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
っ
て
の
各
支
部
対

抗
の
カ
ラ
オ
ケ
合
戦
と
な

り
、
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ

る
ほ
ど
の
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

ご
参
加

い
た
だ
き

ま
し
た
中

部
各
支
部

の
会
員
の

皆
様
、
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

当
県
支
部
で
は
10
年
間
の

善
行
活
動
を
収
録
し
た
記
念

誌
「
と
も
し
び
」
を
発
行
し
、

本
部
、
関
係
支
部
、
官
庁
、

公
民
館
、
会
員
等
に
配
布
し

ま
し
た
。

創
立
10
周
年
を
一
つ
の
節

目
と
し
て
、
今
後
と
も
会
員

が
協
力
し
て
善
行
会
の
理
念

で
あ
り
ま
す
「
明
る
い
住
み

よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
」
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　　大
分
県
大
分
支
部

福
祉
施
設
へ
慰
間

の
奉
仕
活
動

四
月
二
十
一
日
大
分
市
内

下
郡
の
白
寿
苑
を
総
勢
十
九

名
の
会
員
で
訪
問
致
し
ま
し

た
。
仮
設
の
ス
テ
ー
ジ
に
紅

白
の
幕
が
張
ら
れ
、
そ
こ
に

は
「
歓
迎
、
日
本
善
行
会
大

分
支
部

　芸
能
奉
仕
団
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

我
々
一
同
も
感
激
、
出
演

者
も
や
る
気
十
分
と
な
り
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
開
演
で
す
。

司
会
は
田
仲
満
紀
子
氏
が
担

当
、
女
性
の
優
し
い
声
が
会

場
の
空
気
を
和
ま
せ
ま
す
。

最
初
に
松
井
支
部
長
の
挨

拶
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
番
は
廣

田
智
信
氏
の
健
康
体
操
、
次

は
民
謡
・
唄
・
工
藤
桂
子
氏
、

尺
八
・
松
井
支
部
長
、
三
味

線
は
渕
上
静
子
、
伊
藤
政
子
、

野
崎
悦
子
の
三
氏
、
次
に
相

撲
甚
句
は
守
長
十
郎
氏
、
次

に
鼻
笛
は
神
宮
司
昭
夫
氏
、

（
鼻
笛
は
鼻
か
ら
の
空
気
だ

け
で
演
奏
す
る
珍
し
い
演
奏

で
す
。）
次
は
舞
踊
・
帆
玉

澄
子
氏
、
歌
謡
吟
は
片
山
繋

則
氏
、
舞
踊
・
船
瀬
清
子
氏
、

次
は
祝
吟
・
釘
宮
英
嗣
氏
、

次
は
唄
・
藤
松
晴
人
氏
、
最

後
に
松
井
支
部
長
の
作
詞
・

作
曲
に
よ
る
ご
当
地
ソ
ン
グ

「
メ
ジ
ロ
ン
音
頭
と
龍
馬
豊

後
路
を
ゆ
く
」
の
二
曲
を
披

露
。
全
員
の
手
拍
子
で
会
場

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
終

わ
り
の
こ
と
ば
、
志
水
忠
雄

副
支
部
長
、
施
設
側
か
ら
施

設
長
と
施
設
利
用
者
の
お
礼

の
言
葉
が
あ
り
、
予
定
時
間

も
少
し
過
ぎ
ま
し
た
が
、
楽

し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
こ
の
慰
間
の

た
め
に
お
世
話
係
と
し
て
永

松
林
三
副
支
部
長
、
小
野
捧

誠
副
支
部
長
、
立
川
寿
次
長
、

写
真
係
と
し
て
山
﨑
勝
利
氏

が
参
加
し
ま
し
た
。

　　宮
城
県
支
部

交
通
事
故
に
も
当
ら
な
い

事
故
か
ら
外
れ
る
！

折
鶴
飛
来

去
る
四
月
六
日
～
十
五
日

ま
で
の
期
間
に
全
国
一
斉
、

春
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
期
間
に
間
に
合
う
よ

う
に
と
佐
世
保
支
部
か
ら
特

色
の
あ
る
折
鶴
が
、
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
飛
来
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
折
鶴
は
宝
く
じ
の
ハ

ズ
レ
券
で
織
ら
れ
た
も
の

で
、
事
故
に
も
当
ら
な
い
！

事
故
か
ら
外
れ
る
！
と
ユ
ー

モ
ア
を
生
か
し
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
、
早
速
、
期
間
中
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
と
会
員

の
中
に
安
全
協
会
の
役
員
を

し
て
い
る
方
が
お
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
方
が
折
鶴
し

て
い
る
安
協
へ
出
向
い
て
佐

世
保
支
部
か
ら
願
い
を
込
め

ら
れ
た
経
緯
を
説
明
し
、
当

支
部
が
実
行
で
き
か
ね
て
い

た
交
通
安
全
の
実
践
活
動
を  

一
歩
前
進
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

安
協
の
事
務
局
長
と
交
通

課
長
が
応
対
し
て
く
だ
さ

り
、「
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
で
す
ね
」
と
お
誉
め
を

い
た
だ
き
、「
関
係
者
に
も

紹
介
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。」
と
お
言
葉
を

い
た
だ
き
、
交
通
安
全
運
動

に
一
歩
前
進
し
た
活
動
が
で

き
ま
し
た
。

　　山
梨
県
甲
府
支
部

春
季
全
国
一
斉

交
通
安
全
運
動
に
参
加

平
成
二
十
九
年
春
の
交
通

安
全
出
発
式
が
四
月
六
日

（
木
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り

甲
府
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
で
各
種
団
体
が
参

加
、
甲
府
警
察
署
長
、
甲
府

交
通
安
全
協
会
支
部
長
、
来

賓
多
数
参
加
で
行
わ
れ
た
。

当
支
部
か
ら
も
女
性
に
協

力
し
て
頂
き
折
鶴
五
〇
〇
羽

を
贈
呈
し
た
。
出
発
式
の
後
、

参
加
会
員
が
配
布
し
た
。

　　東
京
都
渋
谷
区
支
部

渋
谷
区
支
部

第
十
九
回
総
会
開
催

六
月
十
七
日
（
土
）
　渋
谷

区

　代
々
木
駅
前
の
「
全
理

連
ビ
ル
」
会
議
室
に
お
い
て

第
十
九
回
総
会
が
二
十
五
名

の
会
員
と
台
東
区
支
部
轟
支

部
長
様
を
ご
来
賓
と
し
て
お

迎
え
し
て
行
わ
れ
た
。
渋
谷

区
支
部
も
十
九
年
目
に
し
て

念
願
の
会
員
数
五
十
名
を
超

え
る
こ
と
が
出
来
た
と
の
石

毛
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

来
年
度
に
向
け
て
の
新
体
制

を
盤
石
に
す
る
た
め
に
新
た

に
六
名
の
役
員
を
誕
生
さ
せ

る
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

続
い
て
轟

　豊
藏
台
東
支

部
長
様
よ
り
の
祝
辞
と
台
東

支
部
の
現
況
報
告
を
頂
く
、

創
立
一
年
の
支
部
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
三
十
名
を
超
え
る

正
会
員
と
百
十
名
の
賛
助
会

員
を
達
成
し
、
今
後
一
年
以

内
に
正
会
員
、
賛
助
会
員
併

せ
て
二
百
名
を
獲
得
し
た
い

と
の
強
い
決
意
を
お
聞
き
し

た
。
渋
谷
区
支
部
も
頑
張
ら

な
け
れ
ば
と
思
う
。

第
二
部
は
「
三
，
一
一
東

日
本
大
震
災
、
あ
の
日
か
ら

六
年
」
と
題
し
た
、
ア
セ
ッ

ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
副

社
長

　高
嶋
章
光
氏
の
講
演

と
、【
被
災
地

　水
産
加
工

業

　経
営
者
た
ち
の
闘
い
の

記
録
】
の
ビ
デ
オ
報
告
が
制

作
者

　田
中
敦
子
氏
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
今
更
な
が
ら

津
波
の
破
壊
力
の
凄
さ
と
、

そ
の
後
の
復
興
の
大
変
さ

を
実
感
し
た
。
名
物
に
な
っ

て
い
る
美
味
し
い
お
弁
当
を

み
ん
な
で
頂
き
な
が
ら
和
や

か
な
懇
親
と
自
己
紹
介
が
行

わ
れ
三
時
間
の
総
会
が
六
月

二
十
七
日
の
日
本
善
行
会

八
十
周
年
祝
賀
会
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
合
っ

て
お
開
き
に
な
っ
た
。




